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目標の進捗状況報告書
　　　（２０１３年度・大学）
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　《進捗状況》　☆

目標の進捗状況について次のとおり簡単に説明する。

目標１

備考

担当部局は　　　　　　　　☆印の箇所を記入してください。

Ⅰ．評価項目・要素と担当部局

　　Ａ　：　目標実現のための計画や方策などを適切に実行し、目標を達成している。もしくはほぼ達成している。
　　Ｂ　：　目標実現のための計画や方策などを概ね適切に実行しているが、まだ目標は達成していない。
　　Ｃ　：　目標実現のための計画や方策などを実行しているが十分ではなく、目標は達成していない。達成にはまだしばらく時間がかかる。
　　Ｄ　：　目標実現のための計画や方策などを実行していない。当然目標は達成していない。

Ⅱ．目標の進捗状況評価と進捗状況報告（2013.4.30現在の進捗状況報告）
　《進捗状況評価》

本項目において、2009年度～2013年度の中期的な「目標」と「指標」を次のとおり設定し、毎年度進捗状況の自己評価を行っている。
進捗状況評価はA､B､C､Dの4段階とし、2013年4月30日現在における目標の達成度評価(2013年度の達成に対してどこまで進んだかの評価)を行っ
た。 A､B､C､D評価は目安として次のようなものである。

2010年度以降に設定した「目標」

本シートの自己点検・評価を行う部局と項目・要素は次のとおりである。

9 教育研究等環境　（研究科）

9.0.4 教育研究等を支援する環境や条件は適切に整備されているか。

教員の研究費・研究室および研究専念時間の確保

　

2009年度に設定した「目標」 左記目標の「指標」

大学院生1人1人にブースを確保していくことが目標である。しかしここ数年、後期課程の大学院生が増加しており、後期課程の大学
院生のブース数を確保するのがやっとである。このため、前期課程の大学院生や研究員は、大学院生室を共同で使用するという環境
に置かれている。商学研究科に対する予算配分は極めて乏しく、しかも学部授業用教室さえも不足しているという上ケ原キャンパス
の劣悪な教育環境の中で、商学研究科単独でのブース設置場所拡大は困難と言わざる得ない。今後も、支援が得られるよう大学への
要望を続けたい。

商学研究科

教育課程の特徴、学生数、教育方法等に応じた施設・設備の整備

ティーチング・アシスタント（ＴＡ）・リサーチ・アシスタント（ＲＡ）・技術スタッフなど教育研究支援体制の整備

進捗状況評価

１．研究条件を充実・整備するため、前期課程、後期課程とも1人1人の
ブースを確保する。

1/1


	Sheet1

